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平
成
29
年
度
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
３
月
９
日
に
四
国
森

林
管
理
局
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
行
い

ま
し
た
。

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
新
居
組

　
　

代
表
取
締
役　

新
居　

健
一

○
主
谷
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
明
許
）

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
田
邊
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

田
邊　

一
也

◆
四
国
森
林
管
理
局
長
賞

【
工
事
表
彰
】

○
桑
ノ
川
山
（
５
）
復
旧
治
山
工
事

《
嶺
北
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
不
二
土
木

　
　

代
表
取
締
役　

尾
崎　

二
徳

○�

祖
谷
川
地
区
樫
尾
（
対
岸
）
地
す
べ
り

防
止
工
事

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
上
西
組

　
　

代
表
取
締
役　

上
西　

虎
夫

○
東
俣
（
138
）
復
旧
治
山
工
事
（
翌
債
）

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

多
田
工
業
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

多
田　

久
仁
男

○�

祖
谷
川
地
区
樫
尾
（
上
）
地
す
べ
り
防

止
工
事

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
山
全

　
　

代
表
取
締
役　

牛
尾　

正
治

○
脇
の
山
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
明
許
）

《
嶺
北
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
晃
立

　
　

代
表
取
締
役　

嶋
﨑　

勝
昭

○
奥
南
川
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
明
許
）

《
嶺
北
森
林
管
理
署
発
注
》

　

山
下
産
業
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

山
下　

政
司

【
技
術
者
表
彰
】

○�

仁
尾
ヶ
内
山
（
45
）
復
旧
治
山
工
事
（
国

債
）

　

現
場
代
理
人　

福
原　
　

健

　

主
任
技
術
者　

川
上　

光
一

　
　

（
明
治
建
設
有
限
会
社
）

　

監
督
職
員　

 

瀧
本　

隆
太

　
　

（
嶺
北
森
林
管
理
署
）

○�

阿
津
江
地
区
阿
津
江
（
上
）
地
す
べ
り

防
止
工
事

　

現
場
代
理
人　

西
岡　
　

寛

　

主
任
技
術
者　

酒
井　

寿
重

　
　

（
株
式
会
社
新
居
組
）

　

監
督
職
員　

 

津
野　

雄
一

　
　

（
徳
島
森
林
管
理
署
）

○
主
谷
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
明
許
）

　

現
場
代
理
人

　

主
任
技
術
者　

三
石　

安
伸

グリーン四国№ 1177

治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
を
行
う

◇
優
良
工
事
施
工
業
者
・
技
術
者
・

　
監
督
職
員
を
表
彰〈

総
務
課
・
治
山
課
〉

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
平
成
28
年
度
に
施

工
し
た
工
事
を
対
象
に
、
有
識
者
な
ど
で

構
成
す
る
審
査
委
員
会
に
よ
り
、
事
業
効

果
の
発
現
が
顕
著
な
工
事
の
中
か
ら
優
良

工
事
が
選
定
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
良
好
で

他
の
模
範
に
当
た
る
と
判
断
さ
れ
た
、
治

山
工
事
４
社
、
林
道
工
事
２
社
に
対
し
て

局
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
に
優
秀
な
工
事
と
し
て
、
林

野
庁
へ
推
薦
し
た
３
社
の
工
事
が
、
農
林

水
産
大
臣
賞
（
治
山
工
事
１
社
）、
林
野
庁

長
官
賞
（
治
山
工
事
１
社
、
林
道
工
事
１

社
）
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
工

事
の
担
当
技
術
者
並
び
に
監
督
職
員
に
対

し
、
局
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
農
林
水
産
大
臣
賞

○�

仁
尾
ヶ
内
山
（
45
）
復
旧
治
山
工
事
（
国

債
）

《
嶺
北
森
林
管
理
署
発
注
》

　

明
治
建
設
有
限
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

山
中　

巨
司

◆
林
野
庁
長
官
賞

○�

阿
津
江
地
区
阿
津
江
（
上
）
地
す
べ
り

防
止
工
事
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高
知
東
海
岸
歴
史
と
文
化
か

ほ
る
土
佐
の
町
家
「
ひ
な
ま

つ
り
」
で
木
工
作
品
を
展
示

〈
技
術
普
及
課
〉 

　

３
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
「
第
13
回
土

佐
の
町
家
ひ
な
ま
つ
り
」
が
、
県
東
部
の

７
市
町
村
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
一
つ
で
あ
る

北
川
村
の
中
岡
慎
太
郎
生
家
に
、
四
国

森
林
管
理
局
森
林
ふ
れ
あ
い
館
な
ど
に
お

い
て
、
日
頃
木
工
作
品
展
示
活
動
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
取
組
ま
れ
て
い
る
「
金

ち
ゃ
ん
」
こ
と
正
岡
金
四
郎
さ
ん
（
Ｏ
Ｂ
）

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

慎
太
郎
生
家
に
は
今
年
作
製
し
た
ひ
な

人
形
14
体
を
含
む
72
体
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

期
間
中
慎
太
郎
生
家
に
は
、
１
２
０
名

の
来
客
が
あ
り
、
遠
く
は
広
島
県
か
ら
訪

れ
た
観
光
客
も
お
り
、「
木
で
作
っ
た
ひ
な

人
形
を
初
め
て
見
て
、
細
か
い
作
業
に
感

激
し
ま
し
た
」
と
言
い
、
長
い
時
間
鑑
賞

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
高
知
市

の
親
子
連
れ
の
娘
さ
ん
が
「
お
母
さ
ん
こ

じ
ゃ
ん
と
ス
ゴ
イ
お
雛
さ
ん
が
あ
る
」
と

言
っ
て
母
親
を
慎
太
郎
生
家
へ
案
内
す
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
北
川
村
の
村

民
は
勿
論
の
こ
と
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
「
木
で
作
製
し
た
ひ
な
人

形
」
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
り
木
の
良
さ

を
一
層
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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（
株
式
会
社
田
邊
建
設
）

　

監
督
職
員　

 

岡
本　

英
典

　
　

（
四
万
十
森
林
管
理
署
）

慎太郎生家にて



　

今
回
話
題
に
す
る
「
土
壌
有
機
物
」
と

は
土
壌
中
に
存
在
す
る
有
機
物
（
炭
素
原

子
を
核
と
し
た
物
質
）
の
こ
と
で
、
そ
の

も
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
植
物
な
ど
生
物

の
遺
体
で
す
。
例
え
ば
、
森
林
で
は
落
ち

葉
が
地
面
に
落
ち
る
と
、
土
壌
に
住
ん
で

い
る
ミ
ミ
ズ
、
ト
ビ
ム
シ
な
ど
の
土
壌
動

物
や
微
生
物
の
働
き
に
よ
り
、
落
ち
葉
は

徐
々
に
分
解
さ
れ
て
細
か
く
な
り
、
そ
の

一
部
が
土
壌
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
植
物

の
根
が
枯
れ
た
場
合
は
土
壌
に
直
接
入
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
土
壌
に
入
っ
た
有
機

物
は
微
生
物
の
働
き
に
よ
り
さ
ら
に
分
解

が
進
み
ま
す
。
分
解
さ
れ
や
す
い
も
の
か

ら
無
く
な
っ
て
い
き
、
分
解
さ
れ
に
く
い

も
の
が
残
っ
て
い
く
、
土
壌
有
機
物
と
は
、

こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

分
解
さ
れ
に
く
い
土
壌
有
機
物
も
い
ず
れ

は
分
解
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
分
解

さ
れ
つ
く
す
ま
で
に
は
と
て
も
長
い
時
間

が
必
要
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
数
百
年
か

ら
数
千
年
か
か
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
森
林
土
壌
と
は
長
い

歳
月
を
か
け
て
形
作
ら
れ
て
い
る
も
の
な

の
で
す
。

　

こ
こ
で
〝
微
生
物
が
有
機
物
を
分
解
す

る
〟
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
と
疑
問
に
持

た
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

微
生
物
が
有
機
物
を
栄
養
源
に
し
て
二
酸

化
炭
素
と
無
機
物
（
炭
素
を
含
ま
な
い
物

質
）
に
変
え
る
、
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
有
機
物
が
分
解
さ
れ
た
後
、

無
機
物
の
方
は
土
壌
中
に
残
り
、
二
酸
化

炭
素
の
方
は
気
体
と
し
て
大
気
中
に
戻
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
二
酸
化
炭
素
は
も
と

も
と
植
物
が
光
合
成
に
よ
っ
て
大
気
か
ら

吸
収
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
炭
素
は
、
大

気
と
植
物
と
土
壌
の
間
を
ま
さ
に
循
環
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
土
壌

中
に
残
る
無
機
物
の
方
に
も
重
要
な
役
目

が
あ
り
ま
す
。
無
機
物
に
は
窒
素
（
硝
酸
、

ア
ン
モ
ニ
ア
）、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ

ム
な
ど
の
水
溶
性
の
物
質
が
含
ま
れ
て
い

て
、
植
物
は
こ
の
形
で
な
い
と
栄
養
源
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
土
壌
有
機
物
は
分
解
さ
れ
て
は
じ

め
て
植
物
の
栄
養
源
と
な
り
得
る
の
で

す
。

　

森
林
で
は
、
土
壌
有
機
物
の
も
と
と
な

る
植
物
体
は
、
土
壌
の
養
分
と
光
合
成
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
し
く
み
が
続
く
限
り
、
森
林
の
土
壌
有

機
物
は
半
永
久
的
に
豊
富
な
状
態
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

方
、
畑
や
水
田
な
ど
の
農
地

で
は
、
毎
年
、
作
物
の
収
穫

が
行
わ
れ
る
た
め
、
土
壌
に

入
る
有
機
物
量
が
少
な
く
な

り
、
何
も
手
を
打
た
な
け
れ

ば
収
量
が
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
農
地
で
は

生
産
力
を
保
つ
た
め
に
、
有

機
質
肥
料
や
窒
素
、
リ
ン
、

カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
肥
料
を
与

え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
こ
れ
が
森
林
と
農

地
の
大
き
な
違
い
で
す
。

　

今
現
在
、
森
林
総
合
研
究

所
四
国
支
所
で
は
、
棚
田
跡

地
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
植
林

し
た
場
合
、
土
壌
の
炭
素
（
有

機
物
）
が
ど
れ
く
ら
い
増
え

る
の
だ
ろ
う
か
？
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
１
、２
）

　

こ
れ
は
、
森
林
生
態
系
の
も
つ
炭
素
循

環
の
し
く
み
の
力
量
を
計
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
棚

田
を
植
林
す
る
こ
と
に
よ
り
と
て
も
ゆ
っ

く
り
と
土
壌
有
機
物
が
増
加
し
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
詳
し

い
結
果
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
別
な
場
所
で

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真 2 写真 1
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各地のたより 目次

「奈半利町須川・室戸市羽根
地区森林整備推進協定締結」

愛媛県内に大型ＣＬＴ工場
完成

「
奈
半
利
町
須
川
・
室
戸
市

羽
根
地
区
森
林
整
備
推
進

協
定
締
結
」

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

平
成
30
年
３
月
23
日
、
安
芸
森
林
管
理

署
に
お
い
て
、「
奈
半
利
町
須
川
・
室
戸
市

羽
根
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定
」
の
締
結

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
平
成
24
年
７
月
に
奈
半

利
町
、
高
知
東
部
森
林
組
合
、
安
芸
森
林

管
理
署
の
３
者
で
締
結
さ
れ
た
「
奈
半
利

町
須
川
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定
」
を
拡

充
す
る
も
の
で
、
新
た
に
藤
村
製
絲
株
式

会
社
、
高
知
水
源
林
整
備
事
務
所
が
加
わ

り
、
民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
モ
デ
ル
と

し
て
よ
り
広
い
団
地
で
の
協
定
締
結
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
定
で
は
、
国
有
林
、
民

有
林
と
も
に
、
間
伐
作
業
、
路
網
新
設
作

業
を
中
心
に
、
森
林
整
備
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
が
、
共
同
施
業
団
地
の
隣
接
地
に

は
藤
村
製
絲
株
式
会
社
、
高
知
水
源
林
整

備
事
務
所
が
所
有
・
管
理
す
る
森
林
が
存

在
し
、
お
互
い
が
協
定
で
結
ば
れ
れ
ば
、

奈
半
利
町
須
川
・
室
戸
市
羽
根
地
域
全
体

の
森
林
整
備
が
よ
り
効
率
良
く
実
行
で
き

る
こ
と
か
ら
、
藤
村
製
絲
株
式
会
社
、
高

知
水
源
林
整
備
事
務
所
へ
協
定
参
加
の
声

か
け
を
行
い
、
運
営
会
議
や
担
当
者
打
ち

合
わ
せ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

運
営
会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
林
分
状

況
、
施
業
状
況
、
既
設
路
網
状
況
等
を
説

明
し
、
関
係
者
が
連
携
す
る
こ
と
で
効
率

的
な
施
業
が
行
え
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
藤
村
製
絲
株
式
会
社
は
、
来
年

度
以
降
に
路
網
を
新
設
し
間
伐
作
業
を
予

定
し
て
お
り
、
社
有
林
外
へ
の
路
網
の
連

結
、
土
場
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う

状
況
で
し
た
。
ま
た
、
高
知
水
源
林
事
務

所
で
は
除
伐
、
下
刈
作
業
を
主
体
に
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
間
伐
作
業
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
ち
ら

も
路
網
の
連
結
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
今
回
そ
れ
ぞ
れ
が
協
定
を
結
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
お
互
い
の
路
網
や
土
場
等
を
相

互
利
用
す
る
こ
と
で
施
業
の
集
約
化
や
コ

ス
ト
低
減
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

締
結
式
に
は
、
奈
半
利
町
副
町
長
、
高

知
東
部
森
林
組
合
長
、
藤
村
製
絲
株
式
会

社
社
長
、
高
知
水
源
林
整
備
事
務
所
長
が

出
席
し
、
署
長
挨
拶
、
協
定
概
要
の
説
明

後
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
出
席

者
か
ら
は
、
奈
半
利
町
須
川
・
室
戸
市
羽

根
区
に
お
け
る
今
後
の
森
林
整
備
に
対
す

る
期
待
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、
高
知
県
東

部
地
区
の
森
林
整
備
が
推
進
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

高
知
県
で
は
、
す
で
に
大
型
製
材
工
場
・

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
本
格
稼
働
し
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
県
内

の
主
要
な
林
業
関
係
者
が
協
定
を
結
び
連

5
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携
す
る
こ
と
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
人
材
育
成
・
新
た
な
林
業
技

術
の
開
発
の
場
と
し
て
も
、
奈
半
利
町
須

川
・
室
戸
市
羽
根
地
域
か
ら
様
々
な
取
組

み
と
情
報
の
発
信
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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6

愛
媛
県
内
に

大
型
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
完
成

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
と
い
う
新
し

い
建
築
資
材
の
普
及
を
通
じ
て
、
林
産
資

源
の
好
循
環
・
高
環
境
型
ビ
ジ
ネ
ス
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
国
産
材
の
利
用
促
進

に
も
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
県
内
製

材
大
手
が
建
設
し
て
い
た
製
材
・
集
成
材
・

Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
（
加
工
施
設
３
棟
、
計
約
2.5

ha
）
が
、
愛
媛
県
東
予
の
西
条
市
に
完
成

し
、
平
成
30
年
３
月
16
日
に
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
海
外
も
含
め
た
関
係
者
約

１
５
０
人
が
参
加
し
、
プ
レ
ス
機
の
ス

イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
製
造
さ
れ
る

様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
と
し
て
は
、
国
内
９
箇
所

目
の
竣
工
で
す
が
、
原
木
加
工
か
ら
Ｃ
Ｌ

Ｔ
製
造
ま
で
一
貫
し
て
行
う
工
場
と
し

て
は
全
国
で
初
め
て
で
あ
り
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普

及
を
目
指
す
最
先
端
・
最
大
規
模
の
施
設

で
す
。

　

建
物
の
壁
や
床
、
屋
根
な
ど
の
構
造

用
材
と
し
て
、
年
間
お
よ
そ
２
万
立
方

メ
ー
ト
ル
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
製
造
が
可
能
で
、

今
年
７
月
頃
か
ら
本
格
稼
働
と
な
る
そ

う
で
す
。

　

製
材
・
集
成
材
も
含
め
た
原
木
の
消
費

量
は
年
間
約
15
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
見
込

ま
れ
て
お
り
、
こ
の
新
し
い
需
要
に
呼
応

し
て
、
地
域
の
林
業
が
成
長
し
、
森
林
整

備
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
署
も
こ
う
し
た
動
き
に
対
応
し
、
需

要
に
応
じ
た
造
材
や
木
材
の
安
定
供
給
、

効
率
的
な
施
業
の
普
及
等
に
取
り
組
み
、

地
域
の
森
林
・
林
業
・
木
材
生
産
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
木
の
板
を
縦
と
横
に
交
互

に
重
ね
た
分
厚
い
大
判
の
パ
ネ
ル
で
、
従

来
の
集
成
材
よ
り
強
度
が
あ
り
、
比
重
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
５
分
の
１
と
非
常
に
軽

量
で
、
断
熱
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
年
公
共
施
設
に
も
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
高
層
建
築
へ
も
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ＣＬＴ（直交集成板）



　

当
署
管
内
の
、
土
佐
藩
主
が
江
戸
時
代
に
参
勤

交
代
の
通
行
路
と
し
て
利
用
し
、
道
中
に
数
多
く

の
名
所
・
史
跡
が
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
野
根
山
街

道
の
史
跡
等
に
つ
い
て
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

○
野
根
山
道
の
歴
史

　

古
代
に
開
設
さ
れ
た
と
さ
れ
る
野
根
山
道
は
、

土
佐
の
最
も
重
要
な
幹
道
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
の
、
山
内
一
豊
の
野

根
山
越
え
入
国
と
い
う
歴
史
的
経
緯
以
来
、
野
根

山
道
藩
主
参
勤
交
代
の
往
還
道
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
土
佐
と
上
方
・
江
戸
方
面
を
結
ぶ
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

参
勤
交
代
道
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
北

山
越
え
ル
ー
ト
の
開
設
に
よ
り
、
藩
主
の
往
復
は

少
な
く
な
っ
た
が
、
藩
外
へ
通
ず
る
道
路
と
し
て

依
然
最
重
要
路
線
で
し
た
。

○
岩
佐
の
関
所
跡

　

土
佐
三
大
関
所
の
ひ
と
つ
で
、
江
戸
時
代
初
期

に
設
置
さ
れ
、
常
に
５
人
の
関
守
が
通
行
人
の
取

り
締
ま
り
な
ど
に
勤
務
し
て
い
た
。

　

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
は
、
一
五
戸
七
六

人
が
住
ん
で
い
て
、
現
在
の
休
憩
所
あ
た
り
に
は

御
殿
が
あ
り
、
参
勤
交
代
や
幕
府
役
人
の
接
待
、

休
憩
、
宿
泊
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
、
番
所
役
人
は
、

番
頭
木
下
家
を
筆
頭
に
川
島
家
、
久
武
家
、
岩
﨑

家
、
北
川
家
が
勤
め
、
関
所
番
頭
の
木
下
家
は
、

豊
臣
秀
吉
の
家
臣
で
秀
吉
か
ら
、
木
下
家
を
賜
っ

て
い
た
。
関
ヶ
原
の
決
戦
後
、
山
内
家
預
か
り
と

な
り
、
岩
佐
関
所
番
頭
を
命
じ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
明
治
三
年
関
所
廃
止
と
な
り
、
住
民
は
野
根

や
佐
喜
浜
に
移
住
し
、
番
役
人
の
屋
敷
跡
の
石
垣

が
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

○
宿
屋
杉

　

根
元
の
空
洞
の
広
さ
は
、
四
畳
半
ほ
ど
あ
り
、

旅
人
４
～
５
人
は
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
。
残
念
な
が
ら
、昭
和
９
年
の
室
戸
台
風
に
よ
っ



ノ
キ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
等
の
常
緑
広
葉
樹
、

モ
ミ
、
ツ
ガ
、
ア
カ
マ
ツ
等
の
針
葉
樹
、

ホ
オ
ノ
キ
、
コ
ノ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
カ

ナ
ク
ギ
ノ
キ
、
リ
ョ
ウ
ブ
等
の
落
葉
広
葉

樹
、
シ
キ
ミ
、
ア
セ
ビ
、
シ
ロ
モ
ジ
、
ハ

イ
ノ
キ
、
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
等
の
低
木
類
が

み
ら
れ
、
装
束
峠
近
く
の
熊
笹
峠
に
は
、

サ
サ
が
き
れ
い
に
密
生
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
観
察
で
き
ま
す
。

て
倒
壊
す
る
ま
で
は
、
胸
高
直
径
16.6
㎝
、

樹
高
32
ｍ
、
樹
齢
千
年
以
上
と
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
お
り
、
現
在
は
切
り
株
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

○
笑
い
栂

　

米
ケ
岡
の
浜
渦
寿
之
助
と
い
う
伐
木
夫

が
山
に
入
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
頭
上

か
ら
大
声
が
響
き
、
大
慌
て
で
下
山
中
、

つ
が
坂
で
休
ん
で
い
た
ら
、
こ
ん
ど
は
樹

上
か
ら
大
声
で
笑
う
声
が
聞
こ
え
た
。
寿

之
助
は
妖
怪
変
化
が
出
た
と
無
我
夢
中
で

逃
げ
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
足
の
指
が
こ
と
ご

と
く
切
断
さ
れ
形
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

以
来
こ
の
栂
を
「
笑
い
栂
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
。

　

そ
の
他
に
も
街
道
沿
い
に
は
、
か
つ
て

一
里
（
約
4
㎞
）
ご
と
の
目
じ
る
し
に
築

か
れ
た
一
里
塚
～
五
里
塚
、
石
畳
の
道
、

地
蔵
峠
、
街
道
中
の
最
高
峰
（
１
８
０
２

ｍ
）
の
装
束
峠
、
伝
説
の
残
る
お
産
杉
跡
、

六
部
様
、
ス
ギ
の
巨
木
が
残
る
旧
藩
林
、

江
戸
中
期
宝
永
地
震
に
よ
る
崩
壊
跡
の
加

奈
木
の
崩
え
（
つ
え
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

野
根
山
街
道
は
、
高
知
県
安
芸
郡
奈
半

利
町
か
ら
野
根
山
連
山
を
尾
根
伝
い
に
高

知
県
安
芸
郡
東
洋
町
野
根
に
至
る
、
延
長

35
㎞
余
り
の
自
然
遊
歩
道
で
「
四
国
の
み

ち
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奈
半
利
町
側
は
米
ヶ
岡
ま
で
車
道
が

あ
り
白
石
神
社
か
ら
、
東
洋
町
側
は
国

道
４
３
９
号
線
沿
い
の
四
郎
ヶ
野
峠
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
歩
く
こ
と
が
で
き
、
米
ヶ
岡
か

ら
四
郎
ヶ
野
峠
ま
で
は
20
㎞
の
健
脚
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
道
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
旧
藩
林
、
宿
屋
杉
、
蛇

谷
近
道
、
岩
佐
の
関
所
跡
等
へ
の
登
山
口

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
利
用
し
た

コ
ー
ス
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

街
道
周
辺
の
森
林
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
人
工
林
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
街
道
沿

い
は
天
然
林
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ア
カ
ガ

シ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
ス
ダ
ジ
イ
、
タ
ブ

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
史
跡
や
自
然
が

今
な
お
当
時
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
、

全
国
的
に
も
数
少
な
い
街
道
と
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。



　

瀬
戸
・
土
居
森
林
事
務
所
は
、
高
知
県
中
部

に
位
置
す
る
本
山
町
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
事

務
所
近
辺
の
様
子
を
紹
介
す
る
と
、
藩
政
時

代
の
政
治
家
で
南
学
者
の
野
中
兼
山
も
領
主
と

な
っ
た
本
山
土
居
屋
敷
跡
が
、
事
務
所
近
く
の

上
街
公
園
内
に
あ
り
、
町
民
に
は
ち
ょ
っ
と
し

た
桜
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
公

園
つ
な
が
り
で
は
、
事
務
所
か
ら
車
で
５
分
程

の
場
所
に
、
帰
全
山
公
園
が
あ
り
ま
す
。
県
指

定
の
自
然
公
園
で
別
名
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
公
園
と
呼

ば
れ
、
４
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
見
頃
を

迎
え
、
ピ
ン
ク
色
の
可
憐
な
花
が
園
内
一
面
に

咲
き
誇
り
ま
す
。
園
内
に
は
兼
山
の
銅
像
が

建
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
車
で
10
分
～
15
分
程
行
く
と
、
吉
延

地
区
の
棚
田
の
風
景
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の

地
区
等
で
生
産
さ
れ
る
米
は
、「
天
空
の
郷
（
さ

と
）
米
」
の
名
称
で
知
ら
れ
、
全
国
米
品
評
会

で
過
去
２
回
の
最
優
秀
に
輝
き
、
有
名
米
マ
イ

ス
タ
ー
た
ち
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　

当
森
林
事
務
所
は
、
高
知
県
中
央
北
部
に
位

置
す
る
吉
野
川
・
仁
淀
川
を
中
心
と
す
る
嶺
北
・

仁
淀
川
流
域
と
物
部
川
を
中
心
と
す
る
高
知
流

域
の
国
有
林
約
４
２
５
０
ha
を
再
任
用
職
員
と

２
名
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

業
務
に
お
い
て
は
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
等
拡

充
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
土
佐
町
森
林
組
合
と
森

林
施
業
団
地
を
設
定
し
、
２
年
間
の
協
定
を
締

結
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用
を
含
め
た
一
括
発
注

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も
立
木
販

売
予
定
箇
所
に
お
い
て
、
シ
カ
防
護
柵
を
含
め
た

混
合
契
約
を
実
行
し
、
今
後
も
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
低
減
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

管
内
に
は
、
昨
年
「
日
本
美
し
の
森
、
お
薦

め
国
有
林
」
に
選
ば
れ
た
工
石
山
自
然
休
養
林

が
あ
り
ま
す
。
四
国
森
林
管
理
局
が
全
国
に
先

駆
け
自
然
休
養
林
第
１
号
と
し
て
、
昭
和
42
年

に
工
石
山
を
中
心
と
す
る
地
域
（
高
知
市
、
土

佐
町
）
に
設
け
た
も
の
で
、
北
の
頂
上
か
ら
石

鎚
、
瓶
ヶ
森
か
ら
剣
山
に
至
る
四
国
の
山
々
が

眺
望
で
き
、
南
の
頂
上
か
ら
は
浦
戸
湾
、
高
知

龍
馬
空
港
、
遠
く
は
室
戸
岬
ま
で
広
が
る
雄
大

な
展
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
ケ
ボ

ノ
ツ
ツ
ジ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な

ど
の
美
し
い
花
々
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
棲

む
、
サ
イ
の
河
原
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
満
載
の
県

民
の
森
で
す
。

　

人
の
価
値
観
も
、
物
の
豊
か
さ
か
ら
、
心
の

豊
か
さ
へ
と
大
き
く
変
化
し
、
今
や
森
林
は
人

類
共
通
の
財
産
で
あ
る
と
の
認
識
も
深
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
石
山
自
然
休
養
林
の
魅
力
を
幅
広
い

世
代
に
広
め
る
た
め
、
昨
年
度
は
地
元
自
治
体

等
と
共
同
で
高
知
市
、
土
佐
町
の
小
学
１
年
生

親
子
を
対
象
と
し
た
「
親
子
で
行
く
工
石
山
グ

リ
ー
ン
ツ
ア
ー
」
や
、
参
加
し
た
親
子
の
絵
日

記
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
、「
野
鳥
の
巣
箱
手
作

り
教
室
＆
登
山
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

国
有
林
マ
ン
と
し
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
・
協
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土佐天空の郷

サイの河原

吉延の棚田
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